
 

環境創造センター四機関連携講座における出張講座等の内容 

（令和8年4月1日現在）      

NO. テーマ※1 実施内容 
講 義 

時 間※2 

オンライン 

対応 

1 

身の回りの物

を測定してみ

よう 

（福島県） 

・放射線の基礎知識(種類、性質、自然放射線の存在等）を習得する。 

・身の回りのものを測定し、放射線が出ていることを確認する。 

・グループワークにおいて、放射線に対する イメージや考えを参加

者（生徒）自らが整理・理解し、他者に対して放射線に関する簡単な

説明ができるようにする。 

90分 － 

2 

外来種ってな

んだろう？ 

（福島県） 

福島県に生息する外来種とその影響や対策について知ってもらう。 
50～60

分 
対応可 

3 

放射線ってな

んだろう？ 

（JAEA） 

・放射性物質と放射能、放射線の違いや特徴について理解を深めて

もらう。 

・放射線について正しい知識と放射線防護について学んでもらう。 

60～90

分 
－ 

4 

福島第一原子

力発電所事故

とその廃炉 

（JAEA） 

・原子力発電の仕組みと基礎的な安全確保策を知ってもらうととも

に、福島第一原子力発電所事故では何が起きていたのかを知って

もらう。 

・事故後の福島第一原子力発電所は廃炉に向けてどのような取り組

みが行われてきたのか、現在の廃炉の状況を知ってもらう。 

50～60

分 
対応可 

５ 
原子と放射性

物質（JAEA） 

・陽子と中性子に見立てたボールを用いたワークショップで、元素

の種類を決めるのは陽子の数であること、同じ元素でも同位体と

呼ばれる質量が違う仲間がいることを学習する。 

・同位体の中には、放射線を出す同位体がいること、放射線を出すこ

とで安定化しようとすることを知ってもらう。 

※受講にあたっては中学２年生以上を推奨しております。 

50～60

分 
－ 

６ 

福島第一原子

力発電所事故

による被災地

域の川と湖の

環境（F-REI） 

・福島原発事故から 15 年たった現在にいたるまでの、浜通り地方

を中心とした県内の川や湖の放射性物質汚染状況の変化について

知ってもらう。 

６0分 対応可 

７ 

福島の持続可

能な地域づくり 

（NIES） 

・環境と調和した地域づくりとはどんなものだろうか。話題になっ

ている SDGｓや再生可能エネルギー、脱炭素社会など自分たちの

身近なところで始まっている地域づくりについて知ってもらう。 

60～90

分 
－ 

※１ “テーマ”における“（ ）”内の記載は出張講座等の実施機関を示す。 

JAEA … 日本原子力研究開発機構、NIES … 国立環境研究所、F-REI … 福島国際研究教育機構 

  ※２ 記載の講義時間は目安となります。講義時間の長さについて要望がある場合は、申請時に御相談ください。 


